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＊⼊会は随時受け付けています。
＊あなたの町の防災度を⾼めるためにお⼒を貸してください。

FB 港北区災害ボランティア連絡会

家は命の入れ物 —進まぬ耐震化— 

トルコ・シリア地震では犠牲者が 46,000 人を超える(2 月 20 日現在)大変な被害が出ました。現

地ではこの数十倍の数の悲しみで溢れていることと思います。被災地は隣国シリアにも及び、内

戦中かつ抑圧されているクルド人が多く住む地域には救援の手を差し伸べるのも難しいと懸念さ

れています。大きな支援の手が必要です。私

たちもできるだけの事をしましょう。 

パンケーキクラッシュ 
今回これだけ多くの人的被害がでた原因

に、建物の耐震度が低かったことが指摘され

ています。適切な耐震補強が民間住宅では進んでいな 

かったこと、行政の指導が不行き届きだったこと、使用者がスペース確保のため柱を撤去した事例

もあること、建築業者が手抜き工事をしたこと等と多くの問題が発災後に指摘されました。日本と同

じ地震大国であるにもかかわらずです。しかもコンクリート製だとこのような壊れ方では隙間ができ

ないため、生存率は大幅に落ちます。 

住宅耐震化が被害軽減の決め⼿ 
 まもなく東日本大震災から 12 年、関東大震災からは今年で 100 年です。それぞれの地震は大

津波と火災により被害が甚大となりました。しかし現在の横浜で考えられる最大の死因は圧死です。

それを避けるための住宅耐震化を進める最終決定者は市民です。行政の支援は後押しするだけ

です。今回のトルコ・シリア地震だけでなく、熊本地震でも阪神淡路大震災でも耐震化の重要性が

叫ばれて、建築基準法が改定されてきました。死者をなくすために私たちは耐震化工事促進を強

く訴える必要があります。 （宇田川） 
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1.はじめに

皆さんは、ご自分のお住まいの「水害時の避難場
所」へ行ってみたことがありますか？過日、港北区よ
り「ハザードマップ」が配られて、場所は確認したか
と思いますが、意外と遠いんです。
いざという時、歩いて行けますか？

2.水害時の避難場所
水害時の避難場所は、高台にあったり、河川から離
れています。結果的に、お住まいからは、離れている
のです。水害の危険が迫った時には、この避難場所ま
で歩いて行く必要があります。しかも、その時は、雨

歩いてみよう、カーナビを止めてみよう

合羽を着て雨に打たれるか、強風の中、傘をささねばなりません。傘をさせば、手が

ふさがるので、携帯電話のナビは使えないと考えてください。避難場所への道順は把
握しておく必要があります。また、ご近所には、避難にお手伝いが必要な方がいらっ

しゃるかもしれません。この方々のお手伝いもしなければなりません。
3.歩いてみよう、カーナビを止めてみよう
そこで、晴天の日中で構わないので、「水害時の避難場所」まで歩いてみてはいか

がでしょうか。目的地までの時間を決めて、時間内で行くようにします。この時、携
帯電話のナビは使いません。

また、車をお持ちの方限定になりますが、カーナビを止めて、同じように避難場所
まで行ってみましょう。どうしてもカーナビの画面を見てしまうかも知れませんが、
絶対に見ないようにします。

4.おわりに
いつ、水害が発生するかわかりません。その時に備えて、徒歩やナビ無し、試して

みてはいかがでしょうか。 （岩撫）

イラストは、イラストAC（https://www.ac-illust.com）より許諾を得て掲載しております。筆者に無断でのイラス
ト転載は著作権法違反となり、重罰が課せられます。イラストご利用の際は、イラストACへ会員登録してダウ
ンロードしてください。

災害食シリーズ 「即席漬け」
炭水化物中心になりやすい災害時の食事だからこそ野菜が欲しくなります。神

戸の避難所でも中越の避難所でも漬物が食べたいとの声が聞かれました。そこで
作ったものです。私は日常的に作っています。

材料 大根、しょうゆ、日本酒
つくり方

１ 大根を薄切りにする（形にこだわる必要はないが、薄い方が味がしみこみや
すい）

２ ポリ袋に切った大根としょうゆ２、酒１のつけ汁を入れよく混ぜ合わせる
３ ３０分程度で食べられる

避難所にも日本酒が届くのだと驚きました。
（宇田川）



3

システム化は素晴らしい！だからこそ一言いわせて！
～シミュレーション訓練の意見交換から～

当⽇受付
当⽇・事前受付システムのていねいな説明書が必要  実際には2次元コードの受付⽤説明チラシを
多く⽤意する(QRのアプリそのものの説明も必要   )
年齢の⼊⼒⽅法の説明が必要    「直接⼊⼒できる」とあったほうが良い

事前登録したボランティアでも当⽇受付で同じ内容を⼊⼒しなければならない
体温⼊れなくても次に⾏けるのは良くない
名前が必須になっていない
返信メールが届いたか社協側ではわからない     社協の画⾯でメールが届いたら送信完了確認ができ
たほうが良い→メール届いたら返信してもらうようにする
メールアドレス、携帯番号の最低限の整合性チェックは必要 ＠、070 080 090
登録確認メールからリンクで内容修正できたらよいと思う
ボランティア保険⼊⼒欄は独⽴項⽬が良い
名前はフリガナの項⽬があったほうが良いのでは。読み⽅がわからない⽅がいる
2次元コードを読み取ったらボランティアはメールアドレスを⼊⼒し、そのアドレスにシステムが
URLを送信し、そのサイトで受付⼊⼒とすべき
当⽇受付アプリで本⼈確認がまったくされていない
郵便番号を⼊れると住所が出るが、町名が編集できてしまう

送り出し
現地写真を受付られるようにする（活動中の写真も送りたい）
デジタル地図との情報統⼀が必要・グーグルマップは全能ではない
依頼者の連絡先がないためボランティアが困る   依頼者のTELが必要
活動依頼書はペーパーレス化  活動依頼書に専⽤の２次元コード印字、それを読み取ることで依
頼書をPC,スマホで⾒ることができたらよい（ID番号から活動依頼書をスマホPCで確認できるとよ
い ） また、⼀覧があればボランティアが選択できる

２次元コードだけでなく地図座標印字できないか、カーナビに必要
災害で通過できない道をリアルタイムで表⽰できるのか ２次元コードから読み取った地図アプリ
の経路情報は、通⾏可能情報などは反映されるか
資材の管理はどうするのか 棚卸は毎⽇ボランティアセンターで⾏えるか

フォロー
端末によって２次元コードが読み取れない iphone OK ／DOCOMO android ✖／AU android OK
依頼が終了したかの項⽬がない・ニーズ継続を希望されている時はどうするのか
報告⽤フォーム ID ・Noで引き込みが必要 ID,作業⽇、活動区は活動依頼書から分からない
か？・ニーズにひも付けが必要では？・活動区はデフォルトで表⽰すべき
報告⽤フォームに⼊⼒出来ない iphone 12 mini ios 16.1.2
記⼊必須項⽬が活動区だけとなっているのはおかしい
ニーズごとの活動者の履歴が残らない また、活動⽇が１つしか認められない
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第２回防災・減災イラストコンテスト
入賞作品発表

防災コラム 「地区防災計画」

前回の地域防災計画は行政に義務付けられているものですが、地区防災計画は住民

が自主的に自分の住んでいる地区の防災計画を立てるものです。災害対策基本法に

「地区防災計画制度」が書き入れられ、内閣府からは「地区防災計画ガイドライン」

が出されています。

この場合の「地区」には特別のしばりはなく、マンション一棟でも、町内の一地区

でも構いません。内閣府の「みんなで作る地区防災計画」ホームページを見ると各自

治体やテーマごとに各地の取り組みを具体的に知ることができます。

まだ横浜市内の取り組みが上がっていないのが残念です。会員の皆さん、ご自分の

地域で考え、やってみませんか。 （宇田川）

【編集後記】
※東日本大震災から12年。災ボラニュースは震災の翌年に創刊しました。気のせいか災
害が増えたように思えます。災害に目が向いているという事かもしれません。「命を守
る行動を！」（付岡）
※職場や外出先から歩いて帰れますか？普段から道は調べておきましょう。（岩撫）
※トルコ、シリアの地震における被害の大きさに言葉が見つかりません。日本でも各地
で揺れています。身を守るためにも備えをしっかりとしたいですね。（鴨下）
※システムトラブル発生時に、もっとも有効なのは「ベテランSEの感＝経験」です。
ICTと人の経験値がコラボして、本当に役に立つのだと思います。（中島）

今年も素敵なイラストありがとうございます
今年も篠原小学校の皆さんから、素敵

なイラストを沢山いただきました。その
中から、３作品を入賞作に選ばせていた

だきました。
（１）こんな車あると、トルコ地震でも
きっと役立ちましたよね

（２）我が家の猫では、この役目はむり
ですけど、かわいいですよね

（３）素敵なお姉さんですね

入選した３作品含め、応募

いただいたイラストは、連絡
会のニュースなどでどんどん
使わせていただきます。コン

テストは、また実施したいと
思いますので、引き続き応募

よろしくお願いします。
（中島）


